
十
月
・
十
一
月
の
行
事

「
新
海
王
丸
入
港
」

十
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
の
間
，
新
湊
市

制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
「
新
海
王
丸
」

が
富
山
新
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。
歓
迎
出
艇
を

希
望
す
る
海
王
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
九
名
に
よ

り
，
カ
ッ
タ
ー
二
艇
が
出
艇
，
海
王
丸
船
尾
付

近
で
，「
櫂
立
て
」
を
行
い
「
新
海
王
丸
」
の

入
港
を
祝
い
ま
し
た
。

停
泊
期
間
中
，
子
供
達
と
船
長
ふ
れ
合
い
ト
ー

ク
・
セ
イ
ル
ド
リ
ル
・
一
般
公
開
な
ど
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
，
富
山
新
港
は
活
気
づ

き
ま
し
た
。
夜
間
は
新
旧
海
王
丸
二
隻
で
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
，
新
港
の
夜
景
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

二
十
二
日
午
後
二
時
，
雨
の
中
，「
新
海
王

丸
」
は
登
舷
礼
を
行
っ
て
出
港
。
実
習
生
の
「
ご

き
げ
ん
よ
ー
」
が
港
内
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

御
安
航
を
祈
り
ま
す
。

「
十
・
十
一
月
の
総
帆
展
帆
」

十
月
七
日
・
二
十
一
日
及
び
十
一
月
四
日
総

帆
展
帆
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
週
間
ご
と
に
行

っ
て
い
る
の
で
，
展
帆
・
畳
帆
の
作
業
は
機
敏

に
な
り
所
要
時
間
は
短
縮
，
さ
ら
に
最
後
の
総

帆
展
帆
は
掛
け
声
・
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
が
し
っ

か
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
，
活
気
の
あ
る
総
帆

展
帆
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
よ
う
に
活

気
あ
る
総
帆
展
帆
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

十
月
二
十
一
日
の
昼
休
み
は
「
新
海
王
丸
」

の
見
学
，
最
終
日
の
昼
休
み
は
第
七
回
海
王
丸

運
動
会
（
ネ
プ
チ
ュ
ニ
ア
ー
ド
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
ミ
ズ
ン
・
ジ
ガ
ー
マ
ス
ト
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
，
無
事
十
回
の
総
帆

展
帆
が
終
了
，
展
帆
に
八
回
以
上
参
加
し
た
精

勤
賞
受
賞
者
は
五
十
四
名
を
数
え
ま
し
た
。
皆

様
ど
う
も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

「
ア
ン
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
イ
ル
」

十
一
月
四
日
最
後
の
総
帆
展
帆
を
行
っ
て
翌

日
，
セ
イ
ル
の
取
り
外
し
作
業
（
ア
ン
ベ
ン
デ

ィ
ン
グ
セ
イ
ル
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
十
四
名
。
天
気
は
不
安
定
な
状

態
で
し
た
が
，
作
業
は
予
定
通
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
に
，
フ
ォ
ア
・
メ
イ
ン
・
ミ
ズ
ン

マ
ス
ト
横
帆
全
て
，
バ
ウ
ス
プ
リ
ッ
ト
及
び
各

マ
ス
ト
最
下
段
ス
テ
イ
ス
ル
を
取
り
外
し
，
セ

イ
ル
ロ
ッ
カ
ー
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
各
マ
ス
ト
上
段
の
ス
テ
イ
ス
ル
及
び
ジ

ガ
ー
マ
ス
ト
の
セ
イ
ル
を
取
り
外
し
，
作
業
は

全
て
終
了
，
そ
の
直
後
大
雨
が
降
り
ま
し
た
が
，

皆
様
の
素
早
い
作
業
に
よ
り
，
セ
イ
ル
を
濡
ら

す
こ
と
な
く
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
天
気
は
雨
で
し
た
が
，
マ
ス
ト

塗
装
準
備
の
た
め
，
各
マ
ス
ト
石
鹸
拭
き
を
実

施
，
雨
に
も
め
げ
ず
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
，
石
鹸
拭
き
の
手
助
け
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
海
王
丸
の
展
帆
関
係
の
作
業
は
全
て

終
了
し
ま
し
た
。
ご
協
力
ど
う
も
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
別
寄
稿

初
め
て
の
飛
鳥
ク
ル
ー
ズ

玉
井

文
次

私
は
，
ク
ル
ー
ズ
は
何
度
か
経
験
し
て
い
ま

す
が
，「
飛
鳥
」
で
の
ク
ル
ー
ズ
は
経
験
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
，
一
度
乗
船
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
九
月
，
新
湊
市
制
五
十
周
年
記
念
で
，

「
豪
華
客
船
飛
鳥
出
雲
ク
ル
ー
ズ
」
が
企
画
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ク
ル
ー
ズ
の

期
間
中
は
，
仕
事
が
休
め
そ
う
な
の
で
，
参
加

を
決
意
し
，
五
月
上
旬
に
申
し
込
み
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
，
八
月
下
旬
に
悲
願
の
「
飛
鳥

ク
ル
ー
ズ
」
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

第
一
日
目
の
九
月
六
日
，
富
山
新
港
公
共
埠

頭
に
行
く
と
，
白
い
大
き
な
船
体
の
「
飛
鳥
」

が
目
に
入
り
ま
し
た
。
受
付
を
行
い
乗
船
，
荷

物
を
部
屋
に
置
い
て
船
内
見
学
を
行
い
な
が
ら

出
港
を
待
ち
ま
し
た
。
午
前
十
一
時
「
飛
鳥
」

は
ゆ
っ
く
り
と
離
岸
，
乗
客
は
色
と
り
ど
り
の

紙
テ
ー
プ
を
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
か
ら
投
げ
，

見
送
り
に
来
た
人
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま

し
た
。
穏
や
か
な
日
本
海
を
航
海
し
て
間
も
な
く
，

昼
食
の
案
内
が
あ
り
，
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ダ
イ

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
移
動
，
昼
食
（
和
食
）
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
船
内

で
の
注
意
事
項
，
ク
ル
ー
ズ
の
予
定
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

船
に
は
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
が
あ
り
，

催
し
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
そ

の
後
同
じ
ホ
ー
ル
に
て
，「
出
雲
文
化
と
越
中

に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

今
夕
の
ド
レ
ス
コ
ー
ド
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

で
ツ
ー
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
夕
食
は
フ
ラ
ン
ス
料

理
で
，
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
今
回
の
航
海
の
デ
ィ
ナ
ー
は
二
晩

と
も
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
中
心
の
内
容
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
）
食
事
の
後
，
再
び
グ
ラ
ン
ド
ホ

ー
ル
に
足
を
運
び
，
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
拝
見
，
シ
ョ
ー
の
後
は
大
浴
場
へ
行
き
，
大

き
な
展
望
風
呂
で
く
つ
ろ
い
で
，
明
日
に
備
え

休
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

二
日
目
，
眠
り
が
ら
覚
め
た
後
，
散
歩
を
行

い
ま
し
た
が
，
夜
の
間
に
雨
が
あ
っ
た
の
か
，

木
甲
板
は
濡
れ
て
い
ま
し
た
。
軽
く
散
歩
を
行

っ
た
後
，
朝
食
を
行
い
入
港
作
業
を
見
学
，
朝

七
時
に
境
港
に
入
港
，
そ
の
後
上
陸
準
備
と
あ

わ
た
だ
し
い
朝
で
し
た
。

八
時
半
，
出
雲
バ
ス
ツ
ア
ー
に
出
発
。
約
一

時
間
乗
車
の
後
，
足
立
美
術
館
に
到
着
し
ま
し

た
。
横
山
大
観
の
作
品
を
は
じ
め
，
近
代
日
本

画
壇
の
巨
匠
た
ち
の
作
品
な
ど
千
三
百
点
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
，
美
術
館
に
は
手
の

行
き
届
い
た
誠
に
素
晴
ら
し
庭
園
が
あ
り
そ
れ

を
見
て
，
大
い
に
感
動
し
ま
し
た
。
見
学
時
間

は
一
時
間
と
短
か
か
っ
た
で
す
が
，
出
雲
の
芸

術
を
を
大
い
に
堪
能
し
ま
し
た
。

次
の
見
学
場
所
は
出
雲
大
社
で
し
た
。
初
め

て
見
る
出
雲
大
社
は
，
規
模
が
と
て
も
大
き
く

立
派
な
も
の
で
し
た
。
旧
社
殿
の
柱
が
近
く
に

あ
っ
た
の
で
見
学
し
ま
し
た
が
，
そ
の
大
き
さ

に
は
驚
き
ま
し
た
。
お
参
り
を
行
っ
た
後
，
昼

食
。
内
容
は
出
雲
な
ら
で
は
の
鯛
飯
と
出
雲
そ

ば
が
出
ま
し
た
。
松
江
市
で
小
泉
八
雲
記
念
館

周
辺
を
見
学
，
町
を
じ
っ
く
り
と
見
学
し
た
か

っ
た
の
で
す
が
，
残
さ
れ
た
時
間
が
少
な
か
っ

た
た
め
，
満
足
に
散
策
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

午
後
五
時
頃
，
帰
船
。
午
後
六
時
，
「
飛
鳥
」

は
境
港
を
離
岸
，
富
山
に
向
け
て
航
海
を
始
め

ま
し
た
。

午
後
八
時
食
事
を
行
い
，
そ
の
後
，
グ
ラ
ン

ド
ホ
ー
ル
に
て
催
し
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
夜

の
航
海
は
今
晩
が
最
後
な
の
で
，
船
で
出
さ
れ

る
夜
食
を
食
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ダ
イ
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
へ
行
っ
て
み
ま
し
た
。
部
屋
に
は
様
々

な
食
べ
物
が
並
ん
で
お
り
，
内
容
も
充
実
。
夜

食
に
大
満
足
し
た
後
，
展
望
風
呂
で
く
つ
ろ
ぎ
，

明
日
に
備
え
休
み
ま
し
た
。

三
日
目
，「
飛
鳥
」
を
大
い
に
楽
し
も
う
と

思
い
，
朝
食
の
後
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
体
操
に
参
加
。

心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
後
，
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

に
て
，「
船
長
よ
も
や
ま
話
」
を
拝
聴
，「
飛
鳥
」

船
長
が
，
航
海
や
船
の
お
話
な
ど
を
楽
し
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

船
で
配
布
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
，
他

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
顔
を
出
し
，
卓
球
大
会
，

ブ
リ
ッ
ジ
見
学
，
ビ
ン
ゴ
大
会
（
残
念
な
が
ら

賞
品
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。）

な
ど
に
参
加
，
船
上
で
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
，
午
後
四
時

富
山
新
港
に
到
着
。
多
く
の
思
い
出
を
胸
に
秘

め
，
三
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
「
飛
鳥
」
を
下

船
し
ま
し
た
。

今
回
の
航
海
は
天
気
に
恵
ま
れ
，
穏
や
か
な

航
海
で
し
た
。
日
本
を
代
表
す
る
豪
華
客
船
「
飛

鳥
」
で
船
旅
を
行
え
た
こ
と
に
大
満
足
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
，
手
短
な
ク

ル
ー
ズ
が
あ
れ
ば
，
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

帆
船
「
海
星
」
十
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

田
口

松
男

十
月
十
三
日
，
横
浜
ぷ
か
り
桟
橋
に
停
泊
し

て
い
る
帆
船
「
海
星
」
が
見
え
る
「
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
」
で
，
海
星
十
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

帆
船
「
海
星
」
は
一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

建
造
の
地
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
改
修
工
事
を
行
い
，

英
国
ウ
ェ
イ
マ
ス
で
専
門
家
の
指
導
の
下
，
セ

イ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
艤
装
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
地
球
時
代
を
迎
え
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
時
代
に
，
グ
ロ
ー
バ
ル
な
夢
を
・
・
・
」

と
の
願
い
を
込
め
て
，「
海
星
」
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
年
の
九
月
か
ら
，
英
国
を
出
発

点
に
運
航
を
開
始
，
以
後
数
多
く
の
訓
練
生
を

乗
せ
て
訓
練
航
海
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

十
年
間
の
歴
史
を
分
か
り
易
く
紹
介
す
る
た
め

航
跡
図
，
写
真
パ
ネ
ル
，
海
外
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
な
ど
が
会
場
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
セ
イ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
協
会
か

ら
協
会
旗
が
送
ら
れ
た
後
，
ク
リ
ス
初
代
専
任

教
官
（
注
・
１
），
航
海
訓
練
所
・
安
本
理
事

長
，
横
浜
市
港
湾
局
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
い
ろ
い
ろ
な
方
と
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
新
海
王
丸
」
の
研
修

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ
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生
で
お
世
話
に
な
っ
た
安
本
理
事
長
，「
海
星
」

の
乗
船
で
お
世
話
に
な
っ
た
ク
リ
ス
初
代
専
任

教
官
，
航
海
訓
練
所
の
川
路
さ
ん
ら
懐
か
し
い

方
々
と
，
か
つ
て
の
思
い
出
話
や
，
船
の
話
な

ど
を
し
て
，
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
パ

ー
テ
ィ
ー
の
途
中
，
海
星
プ
レ
ミ
ア
グ
ッ
ズ
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
，

会
場
の
熱
気
は
益
々
高
く
な
り
ま
し
た
。
パ
ー

テ
ィ
ー
は
，
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

「
海
星
」
の
十
周
年
及
び
今
後
の
発
展
と
，
二

十
一
世
紀
の
門
出
を
祝
い
，
一
同
乾
杯
！

（
注
釈
・
１
）
ク
リ
ス
初
代
専
任
教
官

ク
リ
ス
・
ブ
レ
イ
ク
（C

hris
B

lake
）
氏
。

「
海
星
」
初
代
専
任
教
官
。
世
界
の
セ
イ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
活
動
の
中
で
，
実
績
，
実
力
共

に
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
船
長
で
あ
る
。

「
海
星
」
導
入
時
か
ら
約
二
年
乗
船
し
，
セ
イ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
作
り
な
ど
に
尽
力
さ

れ
た
。
現
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ
る
「
エ
ン
デ
ィ

バ
ー
」（
レ
プ
リ
カ
）
の
船
長
と
し
て
活
躍
中
。

十
一
・
一
二
月
期

主
な
イ
ベ
ン
ト

「
海
王
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
」

十
二
月
一
日
（
土
）
海
王
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
集
い
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
下
の

と
お
り
で
す
。

日

時

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日
（
土
）

受
付
開
始

午
後
六
時

開
催
時
刻

午
後
六
時
三
十
分

場

所

と
や
ま
自
遊
館
（
地
図
参
照
）

富
山
市
湊
入
船
町
９
番
１
号

TEL
076-444-2100

（
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
北
口
か
ら
徒
歩
十
分
）

交

通

で
き
れ
ば
公
共
の
交
通
機
関
で
お

願
い
し
ま
す
。
駐
車
場
は
完
備
し

て
ま
す
が
車
が
多
け
れ
ば
入
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
・

代
表
挨
拶

・

精
勤
賞
授
賞

・

ゲ
ー
ム

・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
挨
拶

・

船
長
挨
拶

等

会

費

無

料

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
餅
つ
き
大
会
」

海
王
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
親
睦
を
図
る
こ
と
，

海
王
丸
の
安
全
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
展
，
見

学
者
の
健
康
を
祈
願
す
る
た
め
餅
つ
き
大
会
を

行
い
ま
す
。
予
定
等
は
左
の
と
お
り
で
す

日

時

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

（
日
付
注
意
）

開
始
時
刻

午
前
九
時

場

所

海
王
丸
西
側
桟
橋
（
乗
船
口
横
）

内

容

餅
つ
き
、
お
飾
り
用
餅
作
り
、

豚
汁
作
り
及
び
乗
船
者
へ
の
振

る
舞
い

予

定

九

時

作
業
開
始

十

時

つ
き
始
め

十
一
時

振
る
舞
い

（
乗
船
見
学
者
先
着
百
名
に
振
る

舞
う
予
定
）

十
五
時

後
片
づ
け
、
解
散

８
０
㎏
の
餅
を
作
る
の
で
，
皆
様
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

海
王
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
親
睦
及
び
乗

船
券
見
学
者
の
交
流
を
深
め
る
餅
つ
き
大
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
鏡
開
き
大
会
」

一
月
十
三
日
（
日
）
鏡
開
き
大
会
を
行
い
ま

す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

平
成
十
四
年
一
月
十
三
日
（
日
）

開
始
時
刻

午
前
九
時

場

所

海
王
丸
西
側
桟
橋
（
乗
船
口
横
）

内

容

餅
焼
き
及
び
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る

舞
い

予

定

九

時

作
業
開
始

十
時
半

振
る
舞
い
始
め

（
乗
船
見
学
者
先
着
百
名
に
振
る

舞
う
予
定
）

十
三
時

後
片
づ
け
、
解
散

「
一
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
」

海
王
丸
船
内
案
内
の
研
修
を
一
月
二
十
日
に

行
い
ま
す
。
希
望
者
は
左
記
の
と
お
り
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
四
年
一
月
二
十
日
（
日
）

午
後
一
時
～
午
後
四
時

場

所

海
王
丸
第
一
教
室

内

容

海
王
丸
船
内
案
内
の
テ
キ
ス
ト

の
確
認
及
び
案
内
方
法
の
確
立

返
送
用
の
葉
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
返
信

用
の
葉
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
，
十
一
月

二
十
四
日
迄
に
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
誕
生

九
月
～
十
月
の
新
し
い
仲
間
を
紹
介
し
ま
す
。

樋
爪

昭
時

さ
ん

竹
沢

武

さ
ん

草
嶋

勝

さ
ん

加
藤

和
彦

さ
ん

藤
田

直
子

さ
ん

丸

元
夫

さ
ん

山
田

慶

さ
ん

川
崎

哲
史

さ
ん

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

展
帆
等
デ
ー
タ

◆
日
時
◇
名
称
◇
気
象
◇
参
加
人
数
◇
ヤ
ー

ド
等
◇
そ
の
他

◆
十
月

七
日
◇
総
帆
展
帆
◇
晴
◇
六
十
七
名

◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ
ッ
ク
ス
ク
エ
ア
ー
ヤ
ー
ズ

総
帆
◆
十
月
二
十
一
日
◇
総
帆
展
帆
◇
晴
◇
八
十
四

名
◇
ポ
ー
ト
タ
ッ
ク
シ
ャ
ー
プ
ア
ッ
プ
ヤ
ー
ズ

総
帆
◆
十
一
月
四
日
◇
総
帆
展
帆
◇
曇
◇
七
十
二
名

◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ
ッ
ク
シ
ャ
ー
プ
ア
ッ
プ
ヤ

ー
ズ
総
帆

◆
十
一
月
五
日
◇
ア
ン
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
イ
ル

◇
曇
の
ち
雨
◇
十
四
名

◆
十
一
月
六
日
◇
マ
ス
ト
ソ
ー
ピ
ン
グ

◇
雨
◇
一
名

あ
と
が
き

セ
イ
ル
の
作
製
作
業
で
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
が
欲
し
い
と
加
藤
ボ
ー
ス
ン
か
ら
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
，

海
王
丸
甲
板
作
業
の
手
伝
い
に
来
て
下
さ
い
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
冬
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
，
く
れ
ぐ
れ
怪
我
・
病
気
が
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
良
い
お
年
を
。

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ

舵輪


